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　平成17年（2005年）３月１

日に誕生した田村市は、「あぶ

くまの人・郷・夢を育むまち　

～はつらつ高原都市　田村市

～」を将来像に掲げ、その実現

のため、平成19年（2007年）

３月に策定した田村市総合計

画前期基本計画及び平成27年

（2015年）２月に策定した後期

基本計画に基づき、様々な施策

を進めてまいりました。

　この間、平成23年（2011年）

３月に発生した東日本大震災

に起因する福島第一原子力発

電所事故に伴う一部避難、その

後の復旧・復興という大変厳

しい道のりを歩んでまいりま

した。まだ復興道半ばである

この状況に加え、全国的な人口

減少と急速な少子高齢化の進

展により、本市においても各分

野における担い手不足、産業全

体の低迷、厳しい財政運営など

多岐にわたる課題に直面して

おります。

　他方、我が国ではあらゆる

分野においてグローバル化

が進む中、「超スマート社会」

（Society5.0）や、持続可能な

開発目標として SDGsを基軸

とする取組みなど、本市にお

いてもこれらの考え方に呼応

した対応が必要となっており

ます。

ごあいさつ

田村市長
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　また、令和２年（2020年）１

月に国内で感染が確認された

新型コロナウイルス感染症は、

私たちの暮らしの様々な場面

において大きな影響を及ぼす

とともに、「新しい生活様式」に

代表される新たな考え方が、価

値観の変容を生み出してきた

ため、今後、行政活動や社会経

済活動に至るまで、ポストコロ

ナに対応した取組みが必要と

されてきています。

　これらの状況を踏まえ、この

第２次田村市総合計画は、本市

が直面する課題と新しい社会

潮流、変化し続ける社会経済情

勢を念頭に、全世代が安心して

暮らすことのできるまち、住み

続けたいと願うまちづくりを

見据え、策定いたしました。

　策定にあたっては、市民参画

に重点を置き、幅広い世代の

市民が市の将来について話し

合うワークショップを開催し、

まちづくりに主体的に関わる

気運を醸成するとともに、市民

目線のニーズを計画に反映い

たしました。

　これにより市民の皆様とと

もに掲げる新しいまちの将来

像を、「ワクワクがとまらない

自然とチャレンジがいきるま

ち　田村市」に決定し、その具

現化に向けた基本目標を「働き

たいまち」「学べるまち」「安心

と絆のまち」「住みたいまち」

「支えあいのまち」に設定いた

しました。

　この将来像の実現に向けて、

市民の皆様とともに考え、施

策を実践してまいりますので、

今後ともご理解とご協力をお

願い申し上げます。

　結びに、本計画の策定にあた

り貴重なご意見やご提案をお

寄せいただきました市民の皆

様をはじめ、総合計画審議会

委員の皆様、Tamura	Future	

ワークショップにご参加いた

だいた皆様、市議会議員の皆様

に心から感謝を申し上げます。

令和４年（2022年）６月
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